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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 26日 (2005.7.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 本 実 施 の 形 態 の 洗 滌 用 ブ ラ シ １ が 内 視 鏡 管 路 ｅ に 挿 入 さ れ る と こ の 洗 滌 用 ブ ラ
シ １ の は 内 視 鏡 管 路 ｅ の 形 状 に 合 わ せ て 弾 性 変 形 。 す な
わ ち 、 本 実 施 の 形 態 の 洗 滌 用 ブ ラ シ １ が 図 １ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 内 視 鏡 管 路 ｅ の 吸 引 口 金
側 管 路 ｆ ２ か ら チ ャ ン ネ ル ｆ １ 側 に 挿 通 さ れ る 場 合 に は 洗 滌 用 ブ ラ シ １ の 先 端 球 状 部 材 １
０ お よ び 先 端 弾 性 部 材 ７ が 吸 引 口 金 側 管 路 ｆ ２ か ら Ｙ 字 状 の 分 岐 部 ｇ を 経 て チ ャ ン ネ ル ｆ
１ 側 に 挿 通 さ れ 、 ブ ラ シ 部 ３ が Ｙ 字 状 の 分 岐 部 ｇ に 到 達 し た 時 点 で 、 洗 滌 用 ブ ラ シ １

図 １ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 弾 性 変 形 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 洗 滌 用 ブ ラ シ １ が 図 １ （ Ｅ ） に 示 す よ う に 内 視 鏡 管 路 ｅ の 鉗 子 挿
入 口 ｆ ３ か ら チ ャ ン ネ ル ｆ １ 側 に 挿 通 さ れ る 場 合 に は 洗 滌 用 ブ ラ シ １ の 先 端 球 状 部 材 １ ０
お よ び 先 端 弾 性 部 材 ７ が 鉗 子 挿 入 口 ｆ ３ か ら Ｙ 字 状 の 分 岐 部 ｇ を 経 て チ ャ ン ネ ル ｆ １ 側 に
挿 通 さ れ 、 ブ ラ シ 部 ３ が Ｙ 字 状 の 分 岐 部 ｇ に 到 達 し た 時 点 で 、 洗 滌 用 ブ ラ シ １

図 １ （ Ｅ ） に 示 す よ う に 弾 性 変 形 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ こ で 、 図 １ ２ （ Ｂ ） の 特 性 図 は 、 ブ ラ シ 部 ３ の 先 端 側 か ら 取 手 ４ 側 に 向 か う に 従 っ て
ブ ラ シ 毛 が 硬 く な る 関 係 に 設 定 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 図 １ ２ （ Ｃ ） の 特 性
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図 は 、 ブ ラ シ 部 ３ の 先 端 側 か ら 取 手 ４ 側 に 向 か う に 従 っ て ブ ラ シ 毛 が 軟 ら か く な る 関 係 に
設 定 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 さ ら に 、 図 １ ２ （ Ｄ ） の 特 性 図 は 、 ブ ラ シ 部 ３ の 先 端
側 と 取 手 ４ 側 の 両 端 位 置 で 毛 が 軟 ら か く 、 ブ ラ シ 部 ３ の 中 心 位 置 （ ａ ／ ２ の 位 置 ）
に 向 か う に 従 っ て ブ ラ シ 毛 が 硬 く な る 関 係 に 設 定 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 図
１ ２ （ Ｅ ） の 特 性 図 は 、 ブ ラ シ 部 ３ の 先 端 側 と 取 手 ４ 側 の 両 端 位 置 で ブ ラ シ 毛 が 硬 く 、 ブ
ラ シ 部 ３ の 中 心 位 置 （ ａ ／ ２ の 位 置 ） に 向 か う に 従 っ て ブ ラ シ 毛 が 軟 ら か く な る 関 係 に 設
定 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 な お 、 ブ ラ シ 毛 の 硬 さ は 、 ブ ラ シ 毛 の 材 質 や 、 径 を 変 え
る こ と に よ り 調 節 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の 場 合 に は ブ ラ シ 部 ３ を 組 み 立 て る 際 に 、 ブ ラ シ 毛 の 識 別 が 容 易 に な る の で 、 ブ ラ シ
部 ３ を 組 み 立 て る 際 に 、 ブ ラ シ 毛 の 配 列 が 容 易 に な り 、 そ の ブ ラ シ 部 ３ 組 み 立 て 作 業 を
容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ７ 】
　 （ 付 記 項 ２ ４ 、 ２ ５ の 従 来 技 術 ） 　 付 記 項 ２ ４ 、 ２ ５ に 対 す る 従 来 技 術 に は 、 特 開 平 ９
－ １ ７ ３ ２ ９ ０ 号 公 報 が あ る 。
　 （ 付 記 項 ２ ４ 、 ２ ５ が 解 決 し よ う と す る 課 題 ） 　 特 開 平 ９ － １ ７ ３ ２ ９ ０ 号 公 報 の 問 題
点 は 、 管 路 径 が 急 激 に 拡 大 す る 部 分 の 手 前 の 管 路 が 屈 曲 し て い る 場 合 、 ブ ラ シ 部 を 管 路 径
が 急 激 に 拡 大 す る 部 分 に 挿 通 し た 際 に 、 ブ ラ シ 毛 が 管 路 内 の 全 周 に 渡 っ て 当 た ら な い と い
う こ と が あ る 。 例 え ば 図 １ ７ に 示 す 管 路 で は 、 長 さ Ｍ の 部 分 の 管 路 径 が 急 激 に 拡 大 す る 構
成 と な っ て い る 。 さ ら に 、 図 １ ８ で 示 す よ う に 、 吸 引 口 金 側 管 路 ｆ ２ は 屈 曲 し て い る 為 に
、 そ こ か ら 挿 入 し た ブ ラ シ 部

洗 滌 ブ ラ シ の ブ ラ シ 毛 は 、 同 図 に 示 す Ａ 部 に は 当 た ら な い 。
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ブ ラ シ

の

３ は 、 ブ ラ シ 部 ３ か ら 先 端 球 状 部 材 ま で の 長 さ が Ｍ よ り 著 し
く 短 い の で 、
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